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地
方
公
営
企
業
の
会
計
制
度

は
昭
和
41
年
以
来
大
き
な
改

正
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相

互
の
比
較
分
析
を
容
易
に
す

る
た
め
に
も
企
業
会
計
制
度

と
の
整
合
を
図
る
必
要
が
生

じ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

総
務
省
は
平
成
21
年
12
月

に
研
究
会
を
設
置
し
、
検
討

を
進
め
「
地
方
公
営
企
業
会

計
制
度
等
研
究
会
報
告
書
」

の
提
言
を
し
、
こ
の
報
告
書

を
踏
ま
え
て
今
回
の
会
計
制

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
の
会
計
制
度
の
見
直

し
は
、
47
年
ぶ
り
の
大
改
正

で
あ
り
、
予
算
・
決
算

を
含
む
会
計
処
理
の
広

範
囲
に
影
響
が
及
び
ま

す
。見

直
し
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
①
現
行
の

企
業
会
計
原
則
の
考
え

方
を
最
大
限
取
り
入
れ

る
こ
と
。
②
地
方
公
営

企
業
の
特
性
等
を
適
切

に
勘
案
す
る
こ
と
。
③

地
域
主
権
改
革
に
沿
っ

た
も
の
と
す
る
こ
と
等
で
す
。

新
し
い
会
計
基
準
の
適
用
は
、

平
成
26
年
度
予
算
及
び
決
算

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

鳩
山
町
水
道
事
業
に
関
係

す
る
事
項
と
し
て
は

・
借
入
資
本
金
制
度
の
廃
止

・
み
な
し
償
却
制
度
の
廃
止

・
引
当
金
の
見
直
し

・
繰
延
勘
定
の
原
則
廃
止

・
時
価
が
帳
簿
価
格
よ
り
下

落
し
て
い
る
場
合
に
は
、

当
該
時
価
を
た
な
卸
資
産

価
額
と
す
る
も
の

・
減
損
会
計
の
導
入

・
リ
ー
ス
会
計
の
導
入

・
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
の
開
示

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計

算
書
の
作
成

・
勘
定
科
目
の
見
直
し
・
注

記
表
の
作
成

本
委
員
会
は
３
月
７
日
に

３
項
目
の
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

第
１
　
鳩
山
町
地
域
福
祉
推

進
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
つ
い

て
地
域
福
祉
と
は
、
す
べ
て

の
町
民
が
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
、
生
活
の
中
心
で
あ
る

地
域
に
お
い
て
助
け
合
い
、

誰
も
が
そ
の
人
ら
し
い
安
心

で
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
、
地
域
社
会
を
み
ん

な
で
築
い
て
い
く
取
組
み
の

こ
と
で
す
。

町
と
社
協
が
協
働
で
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
計

画
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
素
案
が
出
来
た

と
い
う
こ
と
で
内
容
説
明
を

受
け
、
今
後
の
調
査
の
参
考

に
す
べ
き
と
す
る
も
の
で
す
。

・
組
入
資
本
金
制
度
の
廃
止

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

説
明
を
受
け
た
後
、
本
調
査

事
項
に
関
し
て
、
委
員
か
ら

の
意
見
・
質
疑
を
経
て
本
件

の
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
日
坂
）

第
２
　
子
ど
も
医
療
費
支
給

事
業
及
び
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
事
業
の
窓
口
払

い
不
要
に
伴
う
、
エ
リ
ア
拡

大
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

と
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
事
業
の
自
己
負
担
分
の

窓
口
払
い
が
、
本
年
４
月
診

療
分
か
ら
、
坂
戸
市
・
鶴
ヶ

島
市
エ
リ
ア
も
窓
口
払
い
は

不
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

第
３
　
鳩
山
町
に
お
け
る
学

校
給
食
の
新
た
な
あ
り
方
に

つ
い
て

本
町
に
お
け
る
学
校
給
食

に
つ
い
て
は
「
安
全
・
安
心

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

お
い
し
い
給
食
」「
児

童
・
生
徒
の
食
育
の
推

進
」
を
基
本
理
念
に
現

在
ま
で
提
供
し
て
い
ま

す
が
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
使
用
開
始
後

32
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

同
時
に
少
子
化
の
時
代

に
入
り
、
ハ
ー
ド
面
に

お
い
て
は
老
朽
化
な
ど

多
く
の
課
題
が
出
て
き

た
た
め
、
平
成
24
年
３

月
よ
り
「
学
校
給
食
の

新
た
な
あ
り
方
調
査
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
度
委
員
会
か
ら
の
提
言

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
鳩
山
町
に
お
け
る
給
食

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い

て
提
言
書
を
参
考
の
一
部
と

考
え
、「
給
食
施
設
の
整
備

方
式
」
を
重
点
に
考
え
、
多

く
の
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
と
も

に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

説
明
を
受
け
た
後
、
本
調

査
事
項
に
関
し
て
、
委
員
か

ら
の
意
見
・
質
疑
を
経
て
本

件
の
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
田
中
）

本
委
員
会
は
２
月
６
日
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

調
査
事
項

盧
鳩
山
町
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
の
件

鳩
山
町
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
町
の
人
口

減
少
に
伴
い
、
平
成
34
年
度

を
目
標
年
度
と
し
て
、
給
水

人
口
及
び
１
日
最
大
給
水
量

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

給
水
人
口
は
「
１
万
３
７

９
０
人
」
か
ら
「
１
万
４
７

０
０
人
」
へ
、
最
大
給
水
量

を
「
５
６
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
」
か
ら
「
５
７
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
」
へ
改
め
ま
す
。

盪
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度

の
見
直
し
の
件

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
一

般
企
業
の
会
計
基
準
が
国
際

基
準
を
踏
ま
え
、
そ
の
都
度

見
直
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
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鳩山町配水場

改
築
が
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る
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会

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告 
常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告 
常
任
委
員
会
報
告 




